
木内・静鉄・佐藤特定建設工事共同企業体

平成24年度　消消　第11号

～ 静岡の防災拠点の建設に向けて ～

消防本部・（仮称）石田消防署庁舎建築工事

Ｎ
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■工事概要 ■周辺環境

 平成24年度 消消 第11号 消防本部・（仮称）石田消防署庁舎建築工事

 静岡市駿河区南八幡町地内

 消防署

 平成25年 3月 8日　～　平成27年 2月 27日 ■建物特性

 鉄骨鉄筋コンクリート造　地上6階建て（基礎免震構造）

 敷地面積　3588.46 ㎡　◇　建築面積　1683.48 ㎡　

 延床面積　7318.46 ㎡

 静岡市長　田辺　信宏

 株式会社 NTTファシリティーズ東海支店

 木内・静鉄・佐藤特定建設工事共同企業体

　敷地周辺には、駿河区役所やショッピングセンターなどの人が多く
集まる施設があり、前面道路の交通量も非常に多く、搬出入車両との
接触事故等に十分な配慮が必要な場所です。また、周辺には小学校・
中学校・高校があり、児童や学生にも注意が必要です。

　本庁舎は、想定される東海地震や自然環境の変化等により複雑多様
化する災害に対する消防体制の更なる充実強化を図るために計画され
ました。
　また、追手町にある現消防本部が静清合併などにより手狭な状況に
あること、昭和46年に建設された石田消防署が老朽化により消防活動
拠点としての役割を担う上で支障があることなどから本建物が担う役
割は大変大きく、静岡の防災拠点として重要度の高い建物です。
　したがって、市役所を始め、関係部署、近隣の方々の注目度も当然
高く、施工者としても気を引き締めてJV職員が一丸となり施工に取り
組んでいきました。

工 事 名：

工事場所：

施 工 者：

案 内 図：

用　  途：

工  　期：

構造規模：

発 注 者：

設計監理：

静岡新聞社

南部小学校

城南静岡高校

駿河総合高校

富士見小学校

セントラルスクエア静岡

高松中学校

駿河区役所

工事場所
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S=1/500総合仮設計画図

駿河区役所

計画建物

八幡配水場

南部小学校 サイトPC

製作ヤード

出入口につき工事車両と

第三者との接触注意!!

（交通誘導員 常駐）

小学生の絵画展示

（南部小学校）

区役所側への飛散物注意!!

（自転車・歩行者通路）

小学生・自転車との

接触注意!!

（通学時の交通誘導）
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1階平面図 S=1/300

ｴﾝﾄﾗﾝｽ

消防署車庫（耐震天井）

消防本部車庫

消防車を格納する大型車庫

POINT
消防車を格納する車庫には大空間を形成するスペース

が必要になります。地震時等に消防車の出動ができなく

ならないように天井は耐震天井告示仕様となっています。

（天井高＝5,100）
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4階平面図 S=1/300

指令課事務室

指令室（耐震天井）

指令課仮眠室県産材を利用した内装

大会議室・指令課仮眠室の腰壁

や巾木に静岡県産の木材を使用し、

地域に配慮した内装仕上げとなっ

ています。

POINT

指 令 室

POINT
指令室は1Fの消防署車庫と同様に地震時等に天井が落下

して防災指揮ができなくならないように天井は耐震天井

告示仕様となっています。

（天井高＝4,000）
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立面図

南面立面図

正面外観

南東外観

東面外観

S=1/300

全面打ち放しによる外壁仕上げ

POINT

外壁が総打ち放し仕上げのため高い躯体精度が要求されています。また、西面

には1階（階高6ｍ）の中間に出幅2ｍ、延長42ｍの庇が計画されています。

★外壁仕上げは、保護塗装に美観と耐久性を考慮し『吉田工法』を提案。

※吉田工法とは木内建設グループが特許を持つコンクリート打ち放し

高耐久性仕上げシステムです。

★躯体精度確保のため庇を在来工法からサイトＰＣ工法に変更。

庇（出幅2ｍ）

（P.10参照）
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立面図

西面立面図

北西外観

北面外観

西面外観

S=1/300
建物上部に高さ20ｍの鉄塔

外壁に化粧リブ型枠を採用

POINT

POINT

6階の屋上に高さ20ｍの鉄塔が設置されています。

多くの部材が組み合わさり形成されていますので建方時の

施工精度に高いものが要求されます。

また、無足場で施工するため、墜落や飛来落下災害に十分

注意が必要です。

意匠的に外壁打ち放し部分がリブ形状

になっています。
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断面図

B-B断面図

S=1/300

ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ

免震ﾋﾟｯﾄ

6階屋上

免震構造の採用

積層ゴム、転がり支承、オイルダンパーを組み合わせた

免震構造を採用しており、発注者より免震装置の施工精度

の向上を要求されていました。

オイルダンパーの上部礎柱のサイトＰＣ化及びダン

パー先付け工法の採用により精度向上を図りました。

POINT
（P.10参照）
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 平成25年 3月 8日　～　平成27年 2月 27日工　期：工事工程表

■サンドコンパクション工事（液状化防止対策）

サンドコンパクション工事

～ 静岡の防災拠点の建設に向けて ～

基礎・土圧壁工事 免震工事 SRC躯体工事 鉄塔工事

■基礎・土圧壁工事 ■免震工事 ■SRC躯体工事 ■鉄塔工事
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■免震架台　オイルダンパー上部礎柱のサイトPC化

■西面大庇のサイトPC化と外壁仕上げ『吉田工法』の採用

発注者の要求

施工方法の検討

施工方法の検討 　積層ゴムと転がり支承については施工精度の確保は比較的容易ではあるが、躯体打設後の取付けとなるオイ
ルダンパーについてはアンカーボルトの精度確保と狭い中での取付けという作業環境から従来の施工方法だと
精度向上が困難であると判断した。そこで、オイルダンパーの上部礎柱をサイトＰＣで先行製作しておき、下
部礎柱を打設後にオイルダンパーと上部礎柱を上部躯体の無い作業環境で取り付けることにより精度向上を図
ることとした。

　施工に当たり、ＰＣ上部礎柱の固定
方法（架台）やダンパーを先付けする
ことによる上部1Ｇ梁の支保工組立てに
ついて検討を行った。その結果、施工
精度は管理値±5ｍｍ以内に対して、
12台あるオイルダンパー全てにおいて
±3ｍｍ以内で施工することができた。
また、上部躯体がない状況でのオイル
ダンパーの取付けは、安全管理の上で
非常に有効であると思われる。

効　果

　外壁全面コンクリート打ち放し仕上げの仕様であり、高い躯体精度
が要求されている。西面1Ｆ（階高6ｍ）の中間に出幅2ｍ、延長42
ｍのＲＣ庇が計画されている。

　庇部を在来工法で施工する場合、庇上部の壁配筋・型枠施工におけ
る安全性や庇先端の精度（通り、レベル等）の確保やコンクリート打
設時の吹き出し処理など品質確保の上での課題がある。その解決方法
として、現場敷地内に作業スペースがあるためサイトＰＣで庇を事前
に製作し、組立て後に躯体コンクリートと一体化する工法を選定し
た。選定に当たり監理者と協議の上、配筋納まり等を決定し施工を
行った。
　また、コンクリートの打設においては蜜実なコンクリートを打設す
るため打継時間管理やスパイラルインナー方式のバイブレーターの使
用などを行いジャンカの無い躯体の形成を行った。そして、外壁の仕
上げには『吉田工法』を提案し、監理者及び発注者の承諾を得た。

庇のＰＣ化により、庇先端の施工精度が向上し出来栄えの良いものと
なった。また、吉田工法の採用は当初2面の予定が、その出来栄えの
良さから全面に採用することとなった。

　発注者からの要求事項として免震装置の施工精度の向上があり、現場でその施工方法について検討を行った。
　本建物の免震構造は、積層ゴム、転がり支承及びオイルダンパーで構成されており、その施工管理値は
水平・鉛直共に±20ｍｍとなっている。そこで、本施工では管理値を±5ｍｍで施工することを目標に施
工方法の検討を行うことにした。

発注者の要求

配慮事項
及び効果

～高品質な施工の実現に向けて～

■凡例

積層ゴム 13台

転がり支承 14台

ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ 12台

円弧部分

（曲面部材）

躯体及び外壁仕上げの品質向上

■PC庇ストック状況■

■外壁配筋状況■ ■仕上がり状況■

■PC庇取付け状況■
■庇部断面図■

■ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ先付け状況■■ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ上部礎柱取付け状況■■ｵｲﾙﾀﾞﾝﾊﾟｰ上部礎柱製作状況■

■免震装置配置図■
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●地下外周壁からの漏水対策

●基礎梁標準断面 1500×2000 のマスコンクリートに対する温度ひび割れ防止対策

① 配合計画の検討（高炉セメントの使用、セメント量の低減、水セメント比40％以下）を行い、コンクリート硬化時の発熱量の低減を図る。

② 1度に多くのコンクリートを打設せず、1層の打上げ高さを600以下としコンクリート温度の上昇を低減させる。（水平距離2000毎に高さ1000の位置にコンクリート投入口を設置）

③ 躯体内のコンクリート温度の測定（躯体12箇所の中心部にセンサーを埋込み）を行い、外気温（表面温度）と躯体内のコンクリート温度との差が20℃以下になるまで養生を行う。

④ コンクリート表面の急激な乾燥を防止するためコンクリート養生マットやブルーシート等による初期養生を実施。（基礎梁天端を囲うように）

※打継部、ひび割れ誘発目地部の外周山留壁に
　予め止水テープ（Ｗ200）を設置し、背面水
の浸入を防止。（下図参照）

～高品質な施工の実現に向けて～

目地部の仕様を監理者と協議し決定。（50φの塩ビ管の設置による
断面欠損、内側配力筋の一部切断）

地下外周壁にひび割れ誘発目地（＠2700）を設置し、確実にひび割れを目地
に誘発させ、目地部の外側（SMW側）に止水テープを設置し背面水の浸入を防
止する。

基礎・地下躯体の品質向上

地下外周壁止水対策

基礎躯体のひび割れ防止対策

②投入口 ③温度測定 ④躯体養生

止水テープ
W200

配力筋1本置きに

■目地部平面図■

■配筋状況■

■目地部断面図■ ■目地割り付け図■

地下外周壁 ひび割れ誘発目地

＠2700

11



●現場事務所にAED設置

●SBS通りに面した仮囲いに近隣小学校の ●地元の方と一緒になって通学路での交通 ●施工体験の実施（エコタイル絵画） ●近隣道路での清掃活動の実施

　絵画を展示 　誘導（毎朝7：00～） 　★養護学校の生徒が体験に参加

緊急時に備えてAEDをリースにて現場事務
所に設置。（使用方法等の講習会を開催）

無足場で鉄骨建方を行うため区役所側
への飛来落下防止対策に重点を置いて
安全管理を実施。

～地域と女性に配慮した作業所づくりに向けて～

●鉄塔建方時の飛来落下防止対策

※美化活動による建設業のイメージアップ
　現場周辺を常にきれいに保つことができました。

※ものづくりの魅力・楽しさを紹介
　自分たちの作った材料が絵になる過程が楽しそうでした。

※子供たちに発表の場を提供
　市の担当者にも好評でした。

※小学生の安全確保と建設業イメージアップ
　学校からも感謝のお言葉をいただきました。

安全対策・地域貢献

地域貢献

安全対策 『けんせつ小町』の働く現場

■ 遠藤 舞

平成26年4月1日入社

（実務経験1年4ヶ月）

◆担当業務

現場管理・工事写真管理

躯体工事担当

～女性が働きやすい環境の整備～

・更衣室の設置

・女性専用トイレの設置

・明るいあいさつ（職人を含めた）

・事務所、休憩所の禁煙

（喫煙ブースの設置）

外部足場を解体して建物の姿を見たときには

とても感動しました。やりがいを感じた瞬間でした。
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